
（法第２８条第１項関係様式） 

 

２０２０（令和２）年度事業報告書 

 

２０２０（令和２）年４月１日から２０２１（令和３）年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人舞台アート工房・劇列車 

 

 

１ 事業の成果 

 

①舞台芸術創造と普及活動に関する企画、制作及び運営に関する事業の成果 

・夏休みおやこ人形劇場 

「夏休みおやこ人形劇場」はコロナ禍中に開催したが、入場定員半数減規制にともなうチケ

ット収入減によって、助成金を得た事業でありながらも、大幅な赤字を出した。通常の年であ

れば、この赤字は巡回公演収入によって補填できるが、巡回公演も激減した中で「固定費は通

常どおり支出されていく」という状況だったため、この公演赤字を補填することができなかっ

た。 

・第２２回定期公演 

２０２１年２月２８日に、新作公演としての第２２回定期公演を予定していたが、コロナ禍

での巡回依頼公演激減による財政難のため、新作づくりを見送った。新作づくりの見送りに伴

い、今年度の定期公演は中止とした。 

 

②地域の文化芸術に関する交流・研修・人材養成の事業 

・実施なし 

 

③文化・舞台芸術を生かしたまちづくり、人権の擁護、平和の推進を図る活動 

・実施なし 

 

④文化や舞台芸術を生かした子どもの健全育成、社会教育に関わる事業 

・巡回公演 

コロナ禍の影響を受けて公演オファーが３件、実施にこぎつけたのは１回だった。これにと

もなう収入減が、２０２０年度赤字累積を生み出した。今年度についてはやむを得ないと考え

る。 

・パペットシアターＰＲＯＪＥＣＴ 

困難を抱えた子どもほど芸術を必要とするが、困難を抱えた子どもほど劇場に足を運ばない。

子どもの生活圏にあるコミュニティセンターにワークショップを持ち込む意義は、困難を抱え

た子どもの参入障壁を引き下げるねらいがある。この事業は、筑後川コミュニティ財団の助成

を受けて成功させることができた。あらためて、子どもの生活圏であるコミュニティセンター



での開催効果も確認することができた。 

・親子であそぶ人形劇がっこうｉｎちくしの 

独立行政法人「子どもゆめ基金」の助成事業として筑紫野市で実施した。発泡スチロールと

手袋をで人形を作り、人形劇で遊んでみるというワークショップを開催した。コロナ禍の中で

文化行事が激減し、参加者から、子どもの体験・親子の体験を渇望する熱気があふれていた。 

・わくわく！こども人形劇がっこう 

独立行政法人「子どもゆめ基金」の助成事業として久留米市で実施予定だったが、子どもた

ちのみの参加となるため三密回避対策が難しいと判断し、実施を見送った。 

・人形劇であそぼ！ 

独立行政法人「子どもゆめ基金」の助成事業として筑紫野市で実施した。「親子の楽しい時間

を過ごす」という参加者の「受け取り価値」にねらいを定め、人形劇観劇と舞台裏見学、それ

と工作体験を組み合わせたプログラムだった。手作りの創造的文化は、人間性（想像する力と

創造する力）を育む。今回のような企画は、親子の会話と親和的な時間の形成を促進する。ワ

ークショップ企画時に必要な視点だと思う。 

・こどもと関わる大人のための人形劇学校 

独立行政法人「子どもゆめ基金」の助成事業として久留米市で実施した。２日間にわたり多

様な講座を開いたため、各講座で参加者の顔ぶれが異なった。教育の観点と人形劇芸術の観点

を横断的に思考する方々が少ないことを感じた。一方で、子どもの発達に関わるためにはその

横断的な発想が大切であるという啓発につなげることができた機会となった。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 

事 業  

内 容 
実施日時 実施場所 

従事

者の

人数 

受益対象

者の範囲

及び人数 

事業費

の金額 

(千円) 

① 舞台芸術

創造と普及活

動に関する企

画、制作及び

運営に関する

事業 

夏休みおやこ人形劇

場 

２０２０（令和２）

年８月９日（日） 

石 橋 文 化 会

館・小ホール 

１ ２

名 

地域住民 

８０名 

２２３千

円 

② 地域の文

化芸術に関す

る 交 流 ・ 研

修・人材養成

の事業 

実施なし      

③ 文化・舞 実施なし      



台芸術を生か

したまちづく

り、人権の擁

護、平和の推

進を図る活動 

④ 文化や舞

台芸術を生か

した子どもの

健全育成、社

会教育に関わ

る事業 

巡回公演 

（Ｚ校区学童保育所） 

２０２１（令和３）

年３月２９日（月） 

Ｚ小学校 ３名 児童１２０

名 

８１千円 

パペットシアターＰ

ＲＯＪＥＣＴ 

２０２１（令和３）

年３月２８日（日） 

久留米市Ｋ校

区コミュニテ

ィセンター 

８名 地域住民 

５０名 

７７千円 

親子であそぶ人形劇

がっこうｉｎちくし

の 

２０２０（令和２）

年１０月１８日（日） 

筑紫野市文化

会館 

５名 地域住民 

３０名 

１７７千

円 

こどもと関わる大人

のための人形劇学校 

２０２０（令和２）

年 １ ２ 月 １ ９ 日

（土）・２０日（日） 

石橋文化セン

ター共同ホー

ル 

４名 地域住民 

１５名 

２７４千

円 

人形劇であそぼ！ ２０２１（令和３）

年３月２１日（日） 

ピーポート甘

木 

５名 地域住民 

４０名 

２０９千

円 

 

(2) その他の事業 

定款の事業名 事 業 内 容 実施日時 実施場所 従事者の人数 
事業費の金額 

（千円） 

      

 

（備考） 

１ ２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして

記載する。 

２ ２の(1)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人数、

受益対象者の範囲及び人数並びに事業費の金額をそれぞれ記載する。 

３ ２の(1)のうち「受益対象者の範囲及び人数」の欄には、具体的な受益対象者及び人数を記載

する。 

４ ２の(2)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人数及

び事業費の金額をそれぞれ記載する。定款上、「その他の事業」に関する事項を定めている場合

は、当該事業年度に実施しなかった場合も「実施しなかった」旨を記載する。 



（法第２８条第１項）

特定非営利活動法人舞台アート工房・劇列車

科目

Ⅰ 資産の部

１ 流動資産
現金預金 34,924
流動資産合計 34,924

２ 固定資産 0
固定資産合計 0

資産合計 34,924

Ⅱ 負債の部
１ 流動負債 530,000

流動負債合計 530,000

２ 固定負債 0
固定負債合計 0

負債合計 530,000

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産 -188,741
当期正味財産増減額 -306,335

正味財産合計 -495,076

負債及び正味財産合計 34,924

2020(令和2)年度貸借対照表

2021(令和3)年3月31日現在

金　額　（単位：円）



（法第28条第１項関係記載）

2020（令和2）年度　活動計算書
2020（令和2）年4月1日から2021（令和3）年3月31日まで

特定非営利活動法人舞台アート工房・劇列車
（単位：円）

科目
Ⅰ 経常収益

１．受取会費
創造正会員受取会費 120,000
サポーター会員受取会費 68,000
準劇団員受取会費 10,000 198,000

２．受取寄附金
受取寄附金 245,980 245,980

３．受取助成金等
受取助成金 739,485 739,485

４．事業収益
①舞台芸術創造と普及活動に関する企画、制作及び運営に関する事業 43,600
②地域の文化芸術に関する交流・研修・人材養成の事業 0
③文化・舞台芸術を生かしたまちづくり、人権の擁護、平和の推進を図る活動 0
④文化や舞台芸術を生かした子どもの健全育成、社会教育に関わる事業 138,000 181,600

５．その他収益 0 0

経常収益計 1,365,065

Ⅱ 経常費用

１．事業費
人件費 0
人件費計 0
その他経費
諸謝金 335,548
旅費交通費 96,706
通信運搬費 85,861
印刷製本費 143,396
消耗品費 193,434
賃貸料 0
賃借料 230,811
諸会費 0
諸雑費 26,212
その他経費計 1,111,968

事業費計 1,111,968

２．管理費
人件費 0
人件費計 0
その他経費
旅費交通費 3,960
通信運搬費 53,289
事務・消耗品費 37,758
印刷製本費 24,755
賃貸料 369,100
支払い手数料 727
広報費 9,220
諸会費 56,100
諸雑費 4,523
予備費からの支出 0
その他経費計 559,432

管理費計 559,432

経常費用計 1,671,400

当期経常増減額 -306,335

金額

（２）

（１）

（２）

（１）



Ⅲ 経常外収益
１．事業費固定資産売却益 0
経常外収益計 0

Ⅳ 経常外費用
１．事業費過年度損益修正損 0
経常外費用計 0

税引前当期正味財産増減額 0
法人税、住民税及び事業税 0
当期正味財産増減額 -306,335
前期繰越正味財産額 31,259
次期繰越正味財産額 -275,076


